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ユーザー ズガイド 



お買い上げありがとうございます。 

ご使用の際には、必ずが下の記載事項をお守りください。 

•ご使用の前に、必ず本書の「安全上のご注意」「製品保証規定 J をよくお読み 
いただき、内容をご理解いただいた上でご使用ください。 

-別紙で追加情報が同徊されているときは、必ず参照してください。 

■本書は保証書と一緒に、大切に保管してください。 


ご巧用になる前に 

♦一部都道府県によっては、条例により八ンズフ。一の巧巧が制限されている塌合 
があります。 

♦運輯中の携帯電話等の使巧はおやゆください。 

A 本製品からの発信や着信操作、電話機からの発信や着信操作を行う場合は、 

^必ず安全な場所に停車してから行ってください。 

♦ご使用の携帯電話機によっては、お話中にエコー現象（通話相手に自分の声がか 
し遅れて聞こえる現象）が発生ずる場合がありまず。このよラな場合、電話機の 
音量を下げてみてください。ご使巧の電話機によっては、解消されない場合がご 
ざいます。予めご了承ください。 

♦電車などで使用する場合には製品化様上、音量を上げすぎると音漏れが発生する 
場合があります。周りの人にご迷惑をかけないよラにご使用をお願いします。 
♦長い時間大音量で使用ずると、聴力に影響を与える場合がございます。 

使用する際の音量には十分ごを意ください。 

♦再生機器側の音量は、ルさい音量から徐々に調節してください。突然大音量で聞 
くと、聴力に影響を与える場合がございます。 

♦通信機器と接続して使巧ずる際は、各機器の巧扱説明書をお読みの上、使用環境 
条件等を守って正しくお使いください。 


最新情報の入手方ま 


プリンストンテクノ □ジーでは、インターネットの巧ームページに 
て最新情報や販売店を紹介しております。 

http://www.princeton.co.Jp/ J 


ューザー登録について 


弊社巧ームページにて、ユーザー登歸びできます。 

弊社巧ームページ「ユーザー登録」 

http :// www . princeton . co . jp / suppo け / reg に tration / top.html 

》ユーザー登録されたお客樣には、興社から新製品等の情報をお届けします。 

※ユーザー登録後に、本製品を讓渡した場合には、ユーザー登録の変更はできませんので、 
ご了承ください。 


イ呆証規定について 


付属保証書をご参照くだ'さい。 

なお、保証書の再発行はできませんのであ5かじめご3承くだ'さい。 


ま全上のご注意(必ずお読みください) 


本製品は非常に精密にできておりますので、お取り扱いじ際しては十分注意してください。 

本製品をお買いあげいただき、まことにをりがとうございます。 

本製品のご使用に際しては、この「安全上のご注意 J をよくお読みのうえ、正しくお使いください。また、必要なときすぐに参照できるように、本書を大切に保管しておいてください。 
本書には、あなたや他の人々への危害やお産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために、守っていただきたい事項を示しています。 

その表示と図記号の意味は巧のようになっています。内容をよくご理解のうえ、本文をお読みください。 


A 危険 

この表示を巧視し，誤ったありあいをすると，死 t またはち房を負う差しおった危険のを生が想をされる内容。 

A 警告 

この表示を巧巧し，誤った巧り巧いをすると.巧 t または重房を負うなど人み事故の原因となることがあります。 

A ミ主意 

この表示を巧巧し，誤った巧り巧いをすると.宿害または物的損害が発生することがあります。 


因お g の宙巧 


A 注意を晒す記号（么の中に警告内容が®かれています。） 

¢5行為を禁止する記号 （（S) の中やぶくに禁止内容が描かれています。） 
〇行為を指示する記号（•の中に指示内容が®かれています。） 


A 危険 


0 自転車に乗りながらや、自範を•才ートバイなどの運転中は、絶対にヘッドフォンを使巧し 
ないでください。巧通事故などの原因となることがあります。 


0 運転中の携帯電話等の使用はおやめください。運転中の携帯電話および本製品を操作は交通 
事故の原因になります。本製品からの発信や着信操作、電話機からの発信や着信操作を巧う 
場合は、必ず安全な場所に停車してから巧ってください。 



歩行中にヘッドフォンをご使用になる時は、周囲の交通に十分注意してください。巧通ぎ故 
などの原因となることがあります。 


航空機の運行の安全に支障をきたす恐れがあります。 
^航空機内では、使用しないでください。 


A 警告 


〇 発煙、焦げ臭いないの発生などの鼓-常が態のまま使用を続けると.感電、乂おの原因になります。ただちに本 
体の電源スイッチを切り、 AC アダプタをコンセントから抜いてください。煙が出なくなってから販売店に修理 
を依頼してください。 

〇 内部に水などのお体が入った場合、癸物が入った場合は、電源スイッチを切り、販売店にご連絡ください。そ 
のまま使用を続けると、感電、火災の原因になります。 

(\)浴室等、湿気の多い場所では使用しないでください。火災、感電の原因になります。 

本數品に水を入れたり、濡らしたりしないようにしてください。乂災，感電の原因になります。海岸や水辺で 
の使巧、雨天、降雪中の使用には特にご注意ください。 

(\)雷鳴が聞こえたら、 AC アダプタやアンテナ織には触れないでください。感電の原因になります。 

0 本數品は、日本国内での使巧を前提に設計、製造されています。が属の AC アダプタ （AC100V) J •ツ外での使用 
はおけてください。火あ、感電の原因になります。 

0 電源の接続は必ず同個の AC アダプタをご使用ください。同栖の AC アダプタを使巧せずに、直接電源コンセン 
卜や自動車のシガーライター差込口に接続しないでください。感電したり高い電圧が加えられることによっ 
て、過大な電流が流れ、内蔵されている電池から漏敵発熱、発火または破巧する原因となります。 

〇 本製品を落とす、ものをぶつけるなどの衝撃が加わった場合やキャビネットを破損した場合は、電源スイッチ 
を切り、販売店にご連絡ください。そのまま使巧を続けると、感電、火災の原因になります。 

0 本數品の上に、花瓶、コップ、植木鉢、化粧品や薬品などの入った容器、アクセサリなどの小さな金属物等を 
置かないでください。こぼれたり、中に入った場合、火災、感電の原因になります。 

dJ 本聲品を分解、改造しないでください。ネ製品や携帯電話の火災、感電、破損の原因になります。 

(\)规器具のぶくや直が日巧のをたるところには設置しないでください。化災やお障の原因になります。 


〇 電源ケープルカ>•損傷（芯線の露出、延化してひび割れている、断線など）した場合は、直ちに使用を止めて 
ください。そのまま使用を続けると、感電、火おの原因になります。 

0 電源ケーブルの上にまいものや本製品を載せる、電源ケーブルを襟つける，加工する、無理に曲げる、ねじ 
る、引っ張る、壁や棚などの間に挟み込ませるなどはしないでください。コードが破損して火災、感電の原 
因になります。 

0 電源ケーブルを熱器具の近くや直射日光のをたるところに近づけないでください。コードの皮膜が溶けて， 
乂災の原因になります。 

0 電源ケーブルを人が通るところなどひっかかりやすいところに這わせないでください。噴いて転倒したり、 
怪我や事おの原因になります。 


I 么を意 ： 

0 ヘッドフォンをご使用になる時は、音量を上げすぎないように注意してください。 

耳を刺激するような音量で長時間続けてがくと、聴力に悪い影響を与えることがあります。 

かへッドフォンが肌に合わないと感じたときは早めに使用を中止して下さい。 

0 調理台や加湿器のそばなど、油煙や湿気が当たるち巧には置かないでください。火災、感電の原因になるこ 
とがあります。 

〇 万■が一の事故防止のため、この機器を電源コンセントの近くに置き，すぐに電源コンセントから AC アダプタ 
を巧けるようにしてください。 

0 充電完了後に、長時間 AC アダプタをコンセントじ接続したままじしないでください。 

充電終了後は、安全のためじ必ずコンセントから AC アダプタを巧いてください。巧時間な上の巧置はしないで < ださい） 

Q 充電は必ず室内で斤ってください。 

Q お手入れの際は、安全のため AC アダプタをコンセントからおいてください。 

fsj 鹿れた手で AC アダプタをおき莲ししないでください。感電の原因になることがをります。 

O AC アダプタや充電ケーブルを抜くときは、ケーブルを引っ張らず必ずコネクタ部ををもってほいてくださ 
い。ケーブルが瀉つき、火災，感電の原因になることがあります。 

Q おモ儘がむやみに手を組れないようご注意ください。怪我の原因になることがあります。 

0 自動車巧で使用した場を、車種じよりまれにぎ載電子機器に影響を与える場合があります。安全走行を損な 
う恐れがありますので、そのような場合は使用しないでください。 

0 本が品や携帯電話のコネクタ部分を、むやみに指でがれたり金属をを站させたり水気やおを付着させないよ 
うご注意ください。を曲不良や静電気により、本製品ぉよび携巧電話の故障や感電の原因になります。 

0 本製品に動作対応している携帯電話機な外の機器に接続しないでください。本製品または接続している機器 
の故障の原因になります。 


巧用上のご注意 


本製品で使用ずる電波について 

本製品は 2.4 GHz 帯域の電波を使用しています。本製品を使用する上で、無線局の 
免許は必要ありませんが、が下のミ主意をご確認ください。 

LX 下の近くでは使用しないでください。 

♦電子レンジ/ペース方一力一等の産業-科学-医療用機器など 

♦工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要す 
る無線局） 

♦特定ル電力無線局（免許を要しない無線局） 

♦ IEEE 8 日 2.1 Ig/b 無線 L 7 \N 機器 

上記の機器などは巨 luetooth と同じ電波の周波数帯を使用しています。上記の近く 
で本製品を使用すると、電波の干渉を発生する恐れがあります。 

2.4 GHz 帯使用の無線機器について 

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業-科学-医療用機器等のほか 
工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する 
無線局）及び特定ル電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。 

♦この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定ル電力 
無線局が運営されていないことを確認してください。 

♦万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生 
した場合には、速やかに電波の発射を停止した上、混信回避のための処置等 
(例えば、パーティションの設置など）については、弊社カスタマーサポート 
へお問い合わせください。 

♦その他、この機器から移動体識別用の特定ル電力無線局に対して電波干渉の事 
例が発生した場合など、何かお困りのことが起きた場合は、弊社カスタマーサ 
ポートへお問い合わせください。 

本製品の内蔵充電池について 

♦長時間 （4 時間が上）の充電はしないでください。 

♦内蔵充電池には寿命があります。 

使用状態によって異なりますが、約30日回繰り返し充電できます。十分に充電 
した電池で使用時間が著しく短くなってきたり、ご使用いただけない塌合は、 
電池の寿命です。弊社では電池の交換を巧っておりませんので、新しい製品を 
ご購入ください。なお、電;'也の寿命は使用状態などによっても異なります。予 
めご了承ください。 

♦内蔵充電池は消耗品ですので、保証の対象にはなりません。 


良好な通信のために 

♦他の機器とは、見通し距離で約 10 m が内で通信してください。建物の構造や 
障害物によっては、通信距離が短くなります。特に鉄筋コンクリートなどを 
挟むと通信できないことがあります。 

♦電気製品 （ AV 機器、 0 A 機器など）から 2 m が上離して通信してください。 

(特に電子しンジは通信に影響を受けやすいので 3 m が上離してください。） 
正常に通信できなかったり、テレビ、ラジオなどの場合は、受信障害になる 
場合があります。 

♦無線機や放送局の近くで正常に通信ができない場含は、通信場所を変更して 
ください。 

♦使巧しないときは、本製品の電源を切っておくことをおすすめします。 

他の团 uetooth 機器からの接続要まに応笞するために常に電力を消費します。 

無線機器との電波障害について 

♦忙 EE 80 之1 Ig / b の無線 LAN 機器と本製品などの目 lue 怕〇化機器は同一周波数 
帯 （2.4 GHz ) を使巧するため、お互いを近くで使用すると、電波障害が発生 
し、通信速度の低下や接続不能になる場合があります。この場含は、使用し 
ない機器の電源を切ってください。 

テレビ/ラジオを本製品の近くでは、できるだけ使用しないでください 

♦テしビ/ラジオなどは目 luetooth とは異なる電波の周波数帯を使用していま 
す。そのため、本製品の近くでこれらの機器を使用しても、本製品の通信や 
これらの機器の通信に影響はありません。ただし、これらの機器を目 luetooth 
製品に近づけた場合は、本製品を含む目 lue 怕 oth 製品が発する電撤波の影響に 
よって、音声や映像にノイズが発生する場合があります。 

間に鉄筋や金属およびコンクリートがあると通信できません 

♦本製品で使用している電波は、通常の家屋で使用される木材やガラスなどは 
通過しますので、部屋の壁に木材やガラスがあっても通信できます。ただ 
し、鉄筋や金属およびコンクリートなどが使用されている場合、電波は通過 
しません。部屋の壁にそれらが使用されている場合、通信することはできま 
せん。同様にフロア間でも、間に鉄筋や金属およびコンクリートなどが使用 
されていると通信できません。 

♦携帯電話および本製品は電波を使用しているため、第三者に通話を傍受され 
る可能もありますので、ご留意ください。 


製品に関ずるお問い合わせについて 


广 テクニカルサポー I - 

電話： 03-6670-6848 

受付：ち曜日〜金曜日の9 :〇〇〜12:00、13:00〜17: 00 (相!を日および弊化指定ホ業日を除く） 

Web からのお問い合わせ 

http://www.princeton.co.ip/contacts/top.html 
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適合規巧 

Bluetooth ver2.1 

伝をち式 

FH-SS (苗波なホッピング方巧） 


商波な巧囲 

2.402 GHz~ 2.4835 GHz 


通信距巧 

巧 10m 《漬境よっ 

て異なります。 


を信出力 

Class2 対応 



巧 源 

リチウムポリマー巧里お 


巧あフロファイル 

HSP、HFP, A2DP, AVRCP 


セキュリティ 

128ビット暗号化 



連統巧巧時間※ 

违巧通信時 

巧9時間 


待ち受け時 

約2日0時間 

動作温度 

10で〜40で 

動作湿度 

10%〜85% (結霞なきこと） 

史星 

152g 

巧応コーデック 

SBC 

音置か果 

SRS WOW HD 

へッドセット 

レシーバー部 

形な 

巧閉ブイナミック型 



ドライバーユニット 

□を 40mm 



再を周あ巧帯域 

10~20,000 Hz 



伝ち帯域 

10~20,000 Hz 

マイクロホン部 

マイク□ホン卽 

形な 

エレクトレットコンデンサー型 



指向特性 

を指向1圧 



ち巧周玻巧を域 

100~4,000Hz 


つ。のストコ テクノ Z 7 う一がザ含が 

本機器の化様および外おは、予毎なく変更することがあります。 

本書の巧をは予告なく変更されることがあります。 

本書の著作権はプリンストンテクノロジーホホ会社にあります。 

本書の一部またはを部をお断で使巧、複製.転載することをお断りします。 

その他.本書に記載されている会おを、製品をは各巧の商標、および登録商標です。 

本書では TM® は巧記しておりません。 

本機器の内容またはその化がにより発生した損害にっいては.いかなる責巧も負いかねます。あらかじめご了承ください。 

B 山 etooth® は.その商標檔をが戸斤台しており、プリンストンテクノロジーホす会社はライセンスに基づき使用しています。 
iPod ® は、 Apple Computer , inc. の商標です。 

WOW HD、SRS と{:參）記号は、 SRS Labs,Inc. の商標です。 

WOW HD 巧術は. SRS Labsjnc. からのライセンスに基づき製 i 舌化されています。 

2008年6月第]版 Printed in CHINA 

Copyright ©2008 Princeton Technolosv ltd. 


が属品の巧認 


み 


本製品のは属品の内容は、巧のとおりです。 

お買い上げの商品に巧のちのび同個されていない場合は、 
販売店までご連絡 < ださい。 


へツドフォン 

充電用 USB ケーブル 
AC アダプタ 


ユーヴーブガイド（本書) 




反さがのち巧とまなお能 

ベジドフオシ 


スライドしてヴ 
イブを調整でさ 
ます。 

X 調整時 C 巧理な力 
を入れないで<だ 
さし、。 



A 2 DP でお爲時- 


通常時：1回押す 再生開始/一時停止 
約3秒巧す ペアリング 


广 HFP または HSP で接爲時- 

呼び出し：1回押す 通話開始 
通話中；1回巧す 通話終3 


广 LED ランスま巧- 

里 源 ON 青のランプび点む 一点 減。 
ペアリングモード 青とホのランプ巧 巧 豆に点滅。 
通信中 青のランプが点滅。 

バッテリー残 量 ほ下 ホのランプび点滅。 


し 再を/—時停止ボタン （ LED ランプ）. 


|A Ml 1 


1 ▼ 1 1 1 

▲ i 


〇\ 


SRS ポタン 


音 置 下げる を送り先送り 


//^^\ 充電 用コネクタ 
U 原ボタン 


音量 上げ 5 


X 


SRS 

广 SRS W 0 W HD の ON/OFF - 


OFF 


音楽を再生時： 2抄程度押し続けるー ヘッドフォンな5ピーッと音び聞こえ、 SRS び ON になります。 

SRS サウンド如果が ON のげ態： 2秒程度巧し搞ける一 へッドフォンな5ピーッと音び聞こえ、 SRS が OFF になります。 

LED ランス表示 SRS ON :点口/ SRS OFF :消巧 


SRSW 


SRS WOW HD とは 


' 自おな立ホち場度畳かなほ音 J そして 「ii 郭のはっきりとしたクリアなサウンド J を同時に得ることが出来る SRS Labs が囲をした 
音普ち術です。詳畑は SRS Labs,Inc, の Web サイトち吾&音夕技術デモ j を参おくださ Uohttp://www.srslabs.jp/tech_wowhd,html 
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「再生/一時停止ボタン、逆送り、先送り J を 使用 

するには、 A2DP/AVRCP プロファイルに対応し 
ている機器を使用する必要があります。 


使巧後は必ず電源を OFF にしてくだ 
さい。 

ヘッドホ ンが通信中または待機 中 （青い ラン 
プが点滅）のまま放置すると、バッテリーが 
早く消耗してしまいます。 


夕 




音量がかまい場台 

必要に応じて、再生機器側の音量または本製 
品の音量を音量ボタンで調節して < ださい。 


夕 




































































































































































携帯ち話で巧ををかけまず 0 

通話しているが態で、携帯 
電話を操作し、ヘッドフオ 
ンに通話を切り琶えます。 




ぺッドフオンの7イクで巧奇で 
きます。 

※音芦は、モノラルとなりまず。 



へツドフスンの電源を 
ON にして、携帯電話と 
正し <通信設定されて 
いるな確認してくださ 
い。 



OFF ON 


ヘッドフォンの電源を ON にして、携帯電話と正しく 
通信設定されているか確認してくどさい。 

携帯電話の呼び化し音び鳴 つたら、 

電源ボタンを1回巧して通話を開始します。 

n 〜づ 


ぺツドフ 7 t ンとぺツド 
フォンの7イクで适话 
でまます0 


通言舌を終3するには、再生ボタンを巧します。 



① 


ヘッドフォンの诺源が切れている場た、または携帯帯話との通信設‘ぶ（ペアリング）がされていない場 
な、ヘッドフォンで電請を巧けたり、通話することはできません。 

携巧诺話の機種じよっては、通旨舌備始や通話終了時の操作でボタンを押す巧数がおなる場行•や、携帯‘お 
輔侧の操作が必裝なおたがあります。 


音■在上げる/下げる 


][ 


J 1回押ず 


曲の早泛日/巻ま房レ※ 


][ 


押レたまま 


][ 


宙荣再ま中 I 


^~ SRS ~1) 巧2巧押ず 


SRS 5 巧2巧巧す 


SRS 切〇咨 S 


(J SRS )) 1回押す 


S 居を受ける 


携 ffS 居9后中 I 


[ 


-II 


1回巧ず 


S 居をかける 


携巧 sg タイヤル ► 通居中 I 


携帯：■居でイサフオシに 
a 后 S 切日 S るる 


宙おち了 


携《 S 居9眉中 I 


1回巧ず 



巧電をずる 


ご購入時の本製品は充電されていません。初めてお使い I こな5ときは必す'充電をしてか6ご使巧ください。 
購入を初めて本製品を使用す5際には、 LED ランプび消なしてか 6 1時間程度長<充電して<だ'さい。 



へッドフォンの充電用コネクタに、 AC アダプタのケープルを 
接続します。 

AC アダプタをコン t ントに接続します。 

充電ヴ開始されるとランプび赤色に点なします。 

充電け完3するとランプけ消なします。 


USB ケ ー 3 ルで巧空ずる場さ 


付属の USB ケープル 
を使庙して、パソ 
コンの USB ポートな 
5巧電することち 
巧能です。 



① 


-エ巧山側時のバツテリは充電されていません。 
初めてお使いになるときは必ず充電をしてく 
ださい。 

■4 時間 L 乂上充電しないでください。 

-ぜ電中は本製品は祕ができません。 

• USB ケーブルで充電する場を、 AC アダプタ使用 
時よりも時間々緣 il •に力かるそ易をがあります。 
•バッテリの充電巧量が少なくなると、ヘッド 
フォンから、ポーッポーッポーッと音がな 
り、 LED ランプがホく点滅します。 


完全に充電するまで 

約 2 時間 

完全充電時の使用時間 

使用時間：連続 9 時間 
スタンバイが態：連続 250 時間 

《(助な戰贸> 化況により時間はをわります。 


車を運転中に携帯電話の操作をすることは道路交通法により禁止されております。 


(? 


困ったとまは 


ぺッドフ>ン使用中に困コ忙とま 

抽めてお使いにな5とき B 、 ご使庙前に巧電5行って<どさい。 

0 音青がホをレ、 

■へッドフォンの音量を調控してみてください。 


0 

0 

0 

0 

0 


音青が H こまませ知 

•へッドフォンの 電源び ON になっているな確認してください。 

•へッ ドフスンの音量び最ルになっていないな確認してください。 

•へッドフォンと接続先の機器の通信び確立しているか度認してください。 

(ボタン操作一黃表参照） 

•ヘッドフォンと接続先の機器の距離び巧め5れた阳離（袖 10 m ) が上離むていないな確 
認して < ださい。 

巧軍でまない 

•本体と充電ケーブルび正し<接続されているな確認してください。 

(正し<充電ヴ巧われている場含、本巧の LED びホく点なします。充電び完3す5とし ED 
は消なします。） 

音が巧れる 

-へッドフスンの音量を下げてみてください。 

•再生機器のボ I 」ュー么またはイコライヴーなどの調整を巧ってください。 

巧音がタレ、 

-内蔵充電池の充電残量びみな<なっている場含びあります。充電を巧って<ださい。 
•接続先の機器の距離を近くしてください。 

•無線し AN 、 電子レンジ等、 2.4 GHz の周波数帯域を使用する機器の近くでは音び途切れた 
り、雜音び入5場合びあります。その場合はできるだけ、ヘッドフスンと接続巧の機器 
の距離を近< してくだ'さい。 

ぺジドフオンと巧巧更活やちをなおは、どれ<らいの巧巧で 
使ままずか？ 

環境によって異なりますび、最大 10 m し: A 下でご利用ください。ヘッドフブンと接続先の機 
器の阳離び 10 m 政下でち、間に遮蔽物びあったり電気機器びあると、接続できなかった 
り、ノイブを拾いやすくなります。 


巧用可能なおお 


团 uetooth 機能を搭載した携帯電話、オーデイス機器、パソコン等。 


应 


Bluetoo 化ヘッドフォンとして使用する場合、接続機器側で 「 A 2 DP 」 「 AVRCP 」 じ対応している必要があります。 
Bluetoo 化へッドセットとして使用する場合、接続機器側で 「 HFP 」 「 HSP 」 に対応している必要があります。 


白 Q 携帯電話やオーディオ機器と巧続ずる 

团 uetooth 機能を搭載した携帯電話やブーディオ機器のワイトレスへッドフォン、ワイトレスヘッド它ット 
として使用できます。 

-回 uetooth 対応のポータブルオーディオゆ提帯電話をバッグなどに入れたまま、ワイかレスで音楽を試聴巧能。 

-ヘッドフォンの操作ボタンで音楽の再生、停止、早送り、きき戻しび可能。 

-オーディオ機器と同時に携帯電話のノ\ンプフリーとしてち使用可能。音楽を聴きなヴら着信時には自動のに切り曽わります。 


ぺッドフォンと曲 uetooth お器の通信設ち（ペアリンク） 


① 


ぺ〜|い7パた《=ちがド通信設'ぶ（ペアリング）を斤う前に本蹲品 I のバッテリが充帯されている力德热してください。バッテリカリち耗している場合、正しく通信で 
'' ソソ巧:きない場たがあります。完全に充電された化態で、あらためて通信が態を確说されることをお勧めいたします。 

化用する機挪こよって刊頃う i 多少前後する描行があります。また-基現が異なる描かがありますので、磯撒り設おを巧う時は、摇統先の機器の巧扳説明まらご用,留ください。 
才ーデイオ機器と携带電話を同時にペアリングでを錄することはできません。村時に化用したい楊たは、別々にペアリングを斤ってからご化用ください。 


〇 

〇 

© 

〇 

© 


へッドフスンの電源を ON にします。 

ご利用の Bluetooth 機器（携帯電話や才ーディす機器）で、巨 luetooth 機器の登録を行います。 
ご利用の機器の取扱説明書に従って、 「 Bluetooth 機器の検索」を巧ってくどさい。 


① 


化用する機器じよっては、検索開始時に機器の晴証蓄号入力が必巧な場合があります。 



巳 luetooth 機器び Bluetooth 機器の検索を開始した5、青とホのランプび交互に点滅するまで、 
再生ボタンを押したままにします。〔ペアリング状態） 

点滅した5、ボタンを離します。 

巧但 tt ちを M 巧レまず0 

因 uetooth 機器び、本製品を検出すると 「 PTK / mAH 3」 として登録されます。 

登録の際に、パスキーの入力を要巧された場台は、 El 234>〇を入力してくだ'さい。 

使用す5プ□ファイルを選択します。 

ぺジドフォンとレて使用ずる場合 ^ A 2 DP (才ーデイオ》を遇が 
八ンスフリーとレで巧巧ずる巧合一 HFP (八ンスフリー ） を透か 


ヘッドフォンの電源が L ホと青のラン:: I が 

ON のが態で I 交互に点滅 

再生ボタンを約3砂巧ず 


n^ii 


► 


\ U / 


[M 1 


PTM-BAH3 


① 


機器によっては白動胁こ遽がされるおながあります。 


ir | 因 uetooth 機器の指ホに従って、登歸ぞ完]してください。 

これで設ま完了でず 0 


① 


Bluetoo 化機能を巧赋した携带電請で、化用できる携带電請の•覧は、弊社ホームぺージをご確雜ください。 
また、ご利用の巧带電話によって操作が行える機能やなえない機能がある揚合力;あります。あらかじめご了み 
ください。 

本製品を使用する際は、化用する機器の Bluetoo 化機能を ON じする必輿があります。（詳しくは化用する機 
おのの松:説明苗をご参照ください） 



記ち巧みの携帯電話や才ーデイオ巧おをほ用する場を 


一度設定した Bluetooth 機器は、再度設定をする必委はありません。 


Bluetooth 巧器を巧爲待ちの巧度 
( Bluetooth 里巧 ON ) にレまず。 


X 設定ちまは 、 Bluetooth 
機器の取扱説明書をご 
参照ください。 


接爲待ち 


、 ヘッド 


ドフスンの電源を ON にし 
へッドフォンか6 
ッ」と音び聞こえます。 

電源 ON 



► 


再生ボタンを1回巧すと、 

巳 luetooth 機器と接続を確立します。 


ぶ 


1回巧す 


巧結確な 


OFF 


© 


接綻先の機器じよって 
は、巧牛-ボタンを巧さず 
じ、接統が確.なされる場 
合があります。 

接綻先の機器じよって 
は、接統を備なする際に 
接統化の機器側で操作が 
必耍な場合があります。 


電話を受ける 


電話をかける 


[i Bluetooth アダスタをほ用レて 
パ y コンと巧続ずる 

Bluetooth 機能搭載パソコンや团 uetooth アダプタを使用し 
て、パソコンのワイト レス ヘッドフォンやワイ17 レスへ 
ッド tZ ットとして使用す5ことび巧能です。因 uetooth へ 
ッドつォンとして使用す5場合、本製品の再ちボタンや 
ジョグダイトルを使用して、曲の再生、一時停止、早送 
りや巻き戻しなど、音楽再をの基本的な操作 X を斤ラこ 
とび巧能です。 


S* 機極により可能な操 f 乍が異なります。 


§ 


巧器の說定 


へッドフスンの電源を ON にします。 

接続機器側で、 『 Bluetooth 機器を検索すミ』が 
態にします。詳しい操作ちまは、ご使用機器 
の取扱説明書を参照してくださし、。 

阳山 etooth 路おを巧巧中!]のが巧にレまず。 




OFF 


Bluetooth 
機器を検索中 
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Bluetooth アグプタを接続する前に、 
Bluetooth アダプタのインストールをち了させ 
ておく必おがあります。（詳しくは Bluetoo 化 
アダプタの取扱説明さをご参照ください） 


© 

〇 

© 


巧 一 


青とホのランプび交互に点滅するまで、再生 
ボタンを押したままにします。 

点滅した弓、ボタンを離します。 

接続な器と巧信巧をを巧巧レまず。 

接続磯器び、本裝品を検出すると 
r PTM - BAH 3 J として登録されます。 

登歸の際に、パスキーの入力を要求された場 
台は 、 m 234 J ] を入力してくだ’さい。 

画面の指示に従って、登録を完3してください。 

これで設をを了でず 0 


ヘッドフォンが1 

ホと青のランつが 

電源 ON の状態で 

1 交互に点巧 

が12抄押す 

ぶ 

1 

1 ►irni 

1 hW 1 


I ぶ 1234 


SRS WOW HD の巧まを切日替まる 


SRSWOW HD の巧ま 

SRS W 0 W HD の効果には4種類あり、視聴されるソースに含わせて最適な効果 
をお選びいただ'けます。ボタンを巧すごとに、矢印の順番に切り替わります。 


効果 1: SRS TruBass 


パイプブルガンの低音再生技法を活用し 
た、使巧するスピーカーやヘッドフオン 
の最低再生可能周液数け 0) む下の重低 
音を無理な < 再生させます。 


■> 効果 2 : SRS 

録音時のミキシングの過程や、ステレス 
岳生過程で失われた空間情報、方向性、 
音のニュアンスを復元します。 


効果 4 : SRS Focus 


音像を縦方向に移動させると共に音の輸 
郭を明確にします。 


効果3 : SRSHD 

SRS、SRS TnjBass、SRS Focus の巧術を融 
合した複含技術に加え、高域成分の音質改 
善を行う Definitim 回路ヴ含まれています。 


SRS WOW HD の巧まの切日替を 

h SRS ボタンを2秒程度押したままにして、 SRS を ON にします。 

X 0 N にした時の効果は、最樓に使用した効果になります。 

© SRS び ON のが態で SRS ボタンを短く押します。 

ヘッドフォンか5「ピッ」と音び聞こえて1一2一3一4一1 • . •の順番で 
効果び切り替わります。 
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SRS が OFF の状態で SRS ボタンをおく押すと、ヘッドフォンから「ポーッ J と巧が脚こえます。 
その错がよ、 SRS を ON じしてから柳さ操作を巧ってください。 

SRS は A 2 DP を続小のみち効です。 


本製品のまなボタン操巧 


ペア IJ ンヴモード 


再ま/-時冉止 


S 巧確な I 


1回押ず 




が8旨 

雖擊一 


※接続している機微こよっては化用できない場合があります。 




































































































































































































